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１

住　居　223

　　貴志川，有田りll流域の民家に関･する研究（第２報）

　　　　　　貴志川上流域を中心として

　　　　和歌山信愛女短大　千森　督子

目的　第１報では海草郡美里町と有田郡金屋町を中心に発表を行なったが，本稿では

貴志川上流で「だいどころ」が張り出す特徴ある関取形式が多くみられた事に注目し. さ

らに上流の未調査地域を対象に考察をすすめてみた。

２。方法　調査方法は前報と同様で，調査年月は平成元年　８月－

有田川や紀ノ川上流域との接合点で海草郡，伊都郡，那賀郡にま

－600111の山間を流れている貴志川の本，支流≪sいに点在している

しているので，茅葺家屋のみ15軒を対象にとりあげた。

11月である。調査地域は

たがる。集落は標高500

．かなり茅葺家屋が残存

３。結果　地形上敷地形態は横長になる場合が多く，付属屋は主屋を中心に並列に配置さ

れている。主屋の出入口はすべて平入りであるが，必ずしも南入りではない。屋根は卯立

造り，入母屋形式であるが現在は四方に瓦やトタンで庇を出す形態が多い。建築年代は推

定ではあるが，江戸末期から明治期iz かけてである。主屋内の床上部分は前報同様「だい

どころ」が張り出す形式が多い。前広間三関取に「だいどころ」が張り出す形態もみられ

たが，多くは整形四関取や食違い四間取に「だいどころ」が張り出す五関取である。この

場合部屋の呼び名は前列土間側から「しものま」「かみのま

なんど」「かいしよ」である。「かいしよ」は私的空間で，

　土間の必要性が低下した現在，床上部分の拡張が目立つ。

れている　2－　３畳の上がり口の間が特徴的である。土間境と

接客，応対の場ともなっている。
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江戸時代中，後期の住まいについての研究

　　　　　　一家相の文献を通してー（第四報）

東京家政学院大学　　村田あが

」，後列は「だいどころ」「

就寝空間として使われている

「しものま」の下手に付設さ

は建具のない開放的な造りで

目的　昨年度の本研究第１報，第２報，第３報に続き. U=時代中，後期の家相の文献を

通して当時の住まいのあり方や，住まいの作られ方，捉えられ方を探る．本年度はその中

でも特にr家相mm」上・下巻に見られる住まいと方位の関係を通して，方位に関する思

想がどの程度住まい作りに関わっていたのかについて知ることを目的とする．

方法　東京家政学院大学図書館大江文庫所蔵の江p時代の住まいに関する文献のうち，

「家相図解」　上・下巻　松浦東鶏（久信) 著　寛政10年（1798)刊　を取上げてその中

の，古凶の判断が方位によって左右される項目（地相・門戸・街道と住居の関係・家造り

土蔵・井戸雪隠・池泉水手水鉢・神棚・仏壇・竃・鬼門隅〉についてそれぞれ検討する．

結果　家相における古凶の判断の基準はここで取上げた方位のほかには.数や時間軸（暦

，年回りや季節，月. IS日など）によるものもあるが，これらはたいていの場合方位によ

る判断(CMえて論じられている．これを見ても「家相図解」では家相の判断が方位の影響

を多大に受けて論じられていることがわかる．この場合の方位とは東西南北の360度を８

等分し，その震・巽・離（東・南東・南）などの各方位をさらにそれぞれ３等分して甲・

卯･乙・辰・巽･巳・丙・午・丁などと名付けた二十四山方位によって分割したものであ

り，これに十干・十二支の考え方も加えて扱っている．これらは共に古代中国の思想体系

からの準用であり，住まいの作り方や住まい方を論じているこの文献の内容に，多大な影

響を与えていることが分析の結果明らかになった.方位思想を，分りやすく，身近な住ま

いをテーマに論じているのが家相の書であるといえないだろうか．


